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概要 

LV8048CSは、DSC用モータドライバ1チップICである。 

 

特長  

・DSC用アクチュエータドライバを1チップに内蔵 

・256分割マイクロステップ出力×2系統、定電流出力×2ch 

・各アクチュエータの同時駆動が可能 

・AF用/ZOOM用ステッピングモータはクロック信号により駆動 

・ZOOM用DCモータのPWM制御が可能 

・定電流出力設定用基準電圧は内部基準電圧を16段階に設定可能(保持通電切替可) 

・フォトセンサ駆動用トランジスタ×2ch 

・シュミットバッファ×2ch(ヒステリシス有/無を個別に設定可) 

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧1 VB max  6.0 V 

電源電圧2 VCC max  6.0 V 

IO peak1 OUT5～6,OUT9～10 

(t≦10ms,ON-duty≦20%) 

800 mA 出力ピーク電流 

IO peak2 OUT1～4,OUT7～8,OUT11～12 

(t≦10ms,ON-duty≦20%) 

600 mA 

IO max1 OUT5～6,OUT9～10 600 mA 

IO max2 OUT1～4,OUT7～8,OUT11～12 400 mA 

出力連続電流 

IO max3 PI1,PI2 40 mA 

許容消費電力 Pd max 基板付き ※ 1100 mW 

動作周囲温度 Topr  －20～＋85 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

※ 指定基板:40mm×50mm×0.8mm,ガラスエポキシ4層基板(2S-2P) 

 

注文コード No. NA1626  

Bi-CMOS 集積回路 

DSC用 
モータドライバ1チップIC 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

電源電圧範囲1 VB VB1,VB2(*1)(*2) 2.7～5.5 V 

電源電圧範囲2 VCC (*2) 2.7～5.5 V 

ロジック入力電圧 VIN  0～VCC＋0.3 V 

クロック周波数 FCLK CLK1,CLK2/PWM,CLK3/ENA6 ～64 kHz

PWM周波数 FPWM CLK2/PWM ～100 kHz

(*1)VB1,VB2の印加電圧の上下関係に制約はない。 

(*2)各VBとVCCの印加電圧の上下関係に制約はない。 

 

電気的特性/Ta=25℃,VB=5V,VCC=3.3V 

項目 記号 条件 min typ max unit

待機時消費電流 ICCO ST=“L”,BI1,BI2=“L”   1 μA 

消費電流1 IB ST=“H”, 

BI1,BI2=“L”,出力無負荷 

 75 150 μA 

消費電流2 ICC ST=“H”, 

BI1,BI2=“L”,出力無負荷 

 2.5 4 mA 

VCC低電圧カット電圧 VthVCC  2.1 2.4 2.6 V 

低電圧ヒステリシス電圧 VthHYS  90 140 190 mV 

サーマルシャット 

ダウン温度 

TSD 設計保証 160 180 200 ℃ 

サーマルヒステリシス幅 ΔTSD 設計保証 20 40 60 ℃ 

AF用/ZOOM用モータドライバ(OUT1-2,OUT3-4,OUT5-6,OUT7-8) 

Ronu1 IO=200mA、上側オン抵抗  0.6 0.85 Ω 出力オン抵抗1 

Rond1 IO=200mA、下側オン抵抗  0.25 0.4 Ω 

出力リーク電流1 IOleak1    1 μA 

ダイオード順電圧1 VD1 ID=－400mA 0.7 0.9 1.2 V 

Fchop1  293 390 488 kHz

Fchop2  146 195 244 kHz

Fchop3  428 570 713 kHz

チョッピング周波数 

Fchop4  214 285 356 kHz

VSEN00  0.185 0.200 0.215 V 

VSEN01  0.125 0.140 0.155 V 

VSEN10  0.085 0.100 0.115 V 

電流設定基準電圧 

VSEN11  0.045 0.060 0.075 V 

IINL VIN=0V(ST,CLK1,CLK2/PWM)   1.0 μA ロジック端子入力電流 

IINH VIN=3.3V(ST,CLK1,CLK2/PWM)  33 50 μA 

入力“H”レベル電圧 VINH ST,CLK1,CLK2/PWM 2.5   V 

入力“L”レベル電圧 VINL ST,CLK1,CLK2/PWM   1.0 V 

絞り/SH用モータドライバ(OUT9-10,OUT11-12) 

Ronu2 IO=200mA、上側オン抵抗  0.6 0.85 Ω 出力オン抵抗2 

Rond2 IO=200mA、下側オン抵抗  0.25 0.4 Ω 

出力リーク電流2 IOleak2    1 μA 

ダイオード順電圧2 VD2 ID=－400mA 0.7 0.9 1.2 V 

出力定電流 IO Rf=1Ω, 

(D3,D4,D5,D6)=(0,0,0,0) 

190 200 210 mA 

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

項目 記号 条件 min typ max unit

VREF1 (D3,D4,D5,D6)=(0,0,0,0) 0.190 0.200 0.210 V 

VREF2 (D3,D4,D5,D6)=(1,0,0,0) 0.162 0.170 0.179 V 

VREF3 (D3,D4,D5,D6)=(0,1,0,0) 0.157 0.165 0.173 V 

VREF4 (D3,D4,D5,D6)=(1,1,0,0) 0.152 0.160 0.168 V 

VREF5 (D3,D4,D5,D6)=(0,0,1,0) 0.147 0.155 0.163 V 

VREF6 (D3,D4,D5,D6)=(1,0,1,0) 0.143 0.150 0.158 V 

VREF7 (D3,D4,D5,D6)=(0,1,1,0) 0.138 0.145 0.152 V 

VREF8 (D3,D4,D5,D6)=(1,1,1,0) 0.133 0.140 0.147 V 

VREF9 (D3,D4,D5,D6)=(0,0,0,1) 0.128 0.135 0.142 V 

VREF10 (D3,D4,D5,D6)=(1,0,0,1) 0.124 0.130 0.137 V 

VREF11 (D3,D4,D5,D6)=(0,1,0,1) 0.119 0.125 0.131 V 

VREF12 (D3,D4,D5,D6)=(1,1,0,1) 0.114 0.120 0.126 V 

VREF13 (D3,D4,D5,D6)=(0,0,1,1) 0.109 0.115 0.121 V 

VREF14 (D3,D4,D5,D6)=(1,0,1,1) 0.105 0.110 0.116 V 

VREF15 (D3,D4,D5,D6)=(0,1,1,1) 0.100 0.105 0.110 V 

電流設定内部基準電圧 

VREF16 (D3,D4,D5,D6)=(1,1,1,1) 0.095 0.100 0.105 V 

保持通電切替比率 Rhold   33  % 

IINL VIN=0V(CLK3/ENA6)   1.0 μA ロジック端子入力電流 

IINH VIN=3.3V(CLK3/ENA6)  33 50 μA 

入力“H”レベル電圧 VINH CLK3/ENA6 2.5   V 

入力“L”レベル電圧 VINL CLK3/ENA6   1.0 V 

フォトセンサ周辺回路(PI1,PI2,BI1,BO1,BI2,BO2) 

Ron3a IO=20mA,PI1,PI2  2.4 5 Ω 出力オン抵抗3 

Ron3b IO=40mA,PI1,PI2  2.4 5 Ω 

出力リーク電流3 IOleak3 PI1,PI2   1 μA 

VthH  1.00 1.28 1.50 V シュミットバッファスレッシ

ュレベル(ヒス有り時) VthL  0.60 0.84 1.10 V 

シュミットバッファ 

ヒステリシス幅 

Vthhys1  0.3 0.44 0.6 V 

シュミットバッファスレッシ

ュレベル(ヒスなし時) 

Vth  0.90 1.20 1.40 V 

シリアルデータ転送端子 

IINL VIN=0V(SCLK,DATA,STB)   1.0 μA ロジック端子入力電流 

IINH VIN=3.3V(SCLK,DATA,STB)  33 50 μA 

入力“H”レベル電圧 VINH SCLK,DATA,STB 2.5   V 

入力“L”レベル電圧 VINL SCLK,DATA,STB   1.0 V 

最小SCLK“H”パルス幅 Tsch  0.125   μS 

最小SCLK“L”パルス幅 Tscl  0.125   μS 

STB規定時間 Tlat  0.125   μS 

最小STBパルス幅 Tlatw  0.125   μS 

データセットアップ時間 Tds  0.125   μS 

データホールド時間 Tdh  0.125   μS 

最大CLK周波数 Fclk    4 MHz
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外形図 

unit:mm (typ) 
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ピン配置図 
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端子機能 

端子番号 端子名 説明 

C1 VB1 OUT1-4 間、OUT9-10 間電源 

D1 VB2 OUT5-8 間、OUT11-12 間電源 

C7 PGND パワー系 GND 

C6 VCC 制御系電源 

D7 SGND 制御系 GND 

A6 OUT1 モータ駆動出力 

B7 OUT2 モータ駆動出力 

A3 OUT3 モータ駆動出力 

A5 OUT4 モータ駆動出力 

E1 OUT5 モータ駆動出力 

F2 OUT6 モータ駆動出力 

F3 OUT7 モータ駆動出力 

F5 OUT8 モータ駆動出力 

B1 OUT9 モータ駆動出力 

A2 OUT10 モータ駆動出力 

F6 OUT11 モータ駆動出力 

E7 OUT12 モータ駆動出力 

A7 RF1 OUT1-2 間電流検出端子 

A4 RF2 OUT3-4 間電流検出端子 

F1 RF3 OUT5-6 間電流検出端子 

F4 RF4 OUT7-8 間電流検出端子 

A1 RF5 OUT9-10 間電流検出端子 

F7 RF6 OUT11-12 間電流検出端子 

E2 PI1 フォトセンサ駆動出力 

E3 PI2 フォトセンサ駆動出力 

E5 BI1 シュミットバッファ入力 1 

E4 BO1 シュミットバッファ出力 1 

E6 BI2 シュミットバッファ入力 2 

D6 BO2 シュミットバッファ出力 2 

B3 ST チップイネーブル 

D2 SCLK シリアルデータ転送用クロック 

C2 DATA シリアルデータ 

B2 STB シリアルデータラッチパルス入力 

B4 CLK1 OUT1-4 間ステッピングモータ用クロック 

B5 CLK2/PWM OUT5-8 間ステッピングモータ用クロック/OUT5-8 間 PWM 入力/ 

OUT9-10 間 PWM 入力 

B6 CLK3/ENA6 OUT9-12 間ステッピングモータ用クロック/ 

OUT11-12 間イネーブル入力 
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ブロック図 
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 シリアルデータ入力概要 

 

1)シリアルデータ入力タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D0からD8の順番で入力する。SCLKは立ち上がりエッジでデータ転送を行い、全データ転送後にSTB

信号の立ち上がりで全データをラッチする。 

なお、STB信号が“H”の間、ICの内部回路はSCLK信号を受け付けない。 

 

2)シリアルデータが出力に反映されるタイミング 

基本的にはSTB信号でのデータラッチと同時に反映される。→【パターン1】 

 

ただし、1～4chでのステッピングモータのクロック駆動時に行う「励磁方向」「励磁モード」設定の

場合は、STB信号でのデータラッチ後、次のCLK1信号及びCLK2信号の立上りで出力に反映される。→

【パターン2】(同様に、5～6chでのステッピングモータのクロック駆動時に行う「励磁方向」「励磁

モード」設定の場合も、STB信号でのデータラッチ後、次のCLK3信号の立上りで出力に反映される。) 

 

 

【パターン1】 【パターン2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D0DATA

SCLK

STB

ST

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

CLK

STB

CLK

STB



LV8048CS 
 

 No.A1626-8/29 

シリアルデータ入力詳細 

 

注)本ICでは出力の各チャンネルを以下のように呼ぶ。 

OUT1-OUT2 → 1ch 

OUT3-OUT4 → 2ch 

OUT5-OUT6 → 3ch 

OUT7-OUT8 → 4ch 

OUT9-OUT10 → 5ch 

OUT11-OUT12 → 6ch 

 

1～6chでのステッピングモータ励磁方法 

本ICでは1～2ch間、3～4ch間、5～6ch間にそれぞれステッピングモータを接続し、いずれもクロッ

ク信号1本で駆動することができる。 

 

その場合のクロック信号を入力する端子と出力との対応は次の通りである。 

 

『CLK1』 … 1～2ch駆動用 

『CLK2/PWM』 … 3～4ch駆動用 

『CLK3/ENA6』 … 5～6ch駆動用 

 

また、それぞれのステッピングモータの制御に関する下記状態設定はシリアルデータにより設定す

る。(詳細データについては『真理値表』の『シリアルロジックテーブル①,②,③』を参照すること。) 

 

【1～4ch駆動用】 

・励磁モード … 2相 or 1－2相(フルトルク) or 1－2相 or マイクロステップ 

・マイクロステップ分割数 … 256分割 or 128分割 

・励磁方向 … CW(正転) or CCW(逆転) 

・ステップホールド … 解除 or ホールド 

・カウンタリセット … 解除 or リセット 

・出力イネーブル … 出力OFF or 出力ON 

・チョッピング周波数 … 4値の中から1値を設定 

・電流設定基準電圧 … 4値の中から1値を設定 

 

【5～6ch駆動用】 

・励磁モード … 2相 or 1－2相 

・励磁方向 … CW(正転) or CCW(逆転) 

・ステップホールド … 解除 or ホールド 

・カウンタリセット … 解除 or リセット 

・出力イネーブル … 出力OFF or 出力ON 
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『CLK1』端子機能 

入力 

ST CLK1 
動作モード 

L * 待機モード 

H  励磁ステップ送り 

H  励磁ステップ保持 

『CLK2/PWM』『CLK3/ENA6』も同様 

 

励磁モード設定：（DO=『1』、D1=『0』、D2=『0』、D3=『0』） 

イニシャル位置 
D4 D5 D6 励磁モード 

1ch 2ch 

0 0 * 2相励磁 100% -100% 

1 0 * 1-2相励磁(フルトルク) 100% 0% 

0 1 * 1-2相励磁 100% 0% 

0 マイクロステップ(256step) 1 1 

1 マイクロステップ(128step) 

100% 0% 

電源立ち上げ時の初期状態、カウンタリセット時の各励磁モードでのイニシャル位置である。 

 

基準電圧設定用シリアルデータ：(D0=『0』、D1=『1』、D2=『1』、D3=『0』) 

D6 D7 電流設定基準電圧 

0 0 0.2V 

1 0 0.140V 

0 1 0.1V 

1 1 0.060V 

出力電流設定用基準電圧をシリアルデータで4段階に切替えることが出来る。 

モータの保持通電時の省電力化に有効である。 

 

(設定電流値の計算方法) 

基準電圧はシリアルデータで可変(0.2V、0.140V、0.1V、0.060V)できるようになっているため 

基準電圧とRF端子-GND間に接続されるRF抵抗から出力電流を設定できる。 

IOUT = (基準電圧 × 設定電流比) / RF抵抗 

(例)基準電圧0.2V、設定電流比100%、RF抵抗1Ω時には下記出力電流が流れる。 

IOUT = 0.2V × 100% / 1Ω = 200mA 

 

チョッピング周波数設定 

IC内部に発振回路を内蔵しており、シリアルデータ[0110,D4,D5,***]の設定で、定電流制御のチョ

ッピング周波数を切替えることができる。 

データ『D4』 データ『D5』 チョッピング周波数 

0 0 390kHz 

1 0 195kHz 

0 1 570kHz 

1 1 285kHz 
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励磁モード設定 

各励磁モードごとのタイミングチャートは以下の通りである。 

 

[2相励磁タイミングチャート] 
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[1－2相励磁(フルトルク)タイミングチャート] 
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[1－2相励磁タイミングチャート] 
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[128分割マイクロステップタイミングチャート] 

128分割、256分割マイクロステップも同様にCLK立ち上がり毎にモータの位置が移動する。 
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[256分割マイクロステップタイミングチャート] 
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[動作中の励磁モード切替え時動作] 

・マイクロステップ(256分割または128分割)への切り替え 

各励磁モードからマイクロステップ(256分割または128分割)への切り替えをした場合、切替え後一発

目のパルスで、マイクロステップの次のポジションへ移動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

励磁モード切替え前 励磁モード切替え後のステップ位置 

励磁モード ポジション 256分割マイクロステップ 128分割マイクロステップ

θ64 θ62 

θ63～θ33 θ62～θ32 

θ32 θ30 

θ31～θ1 θ30～θ0 

256分割 

マイクロステップ 

θ0 

 

-θ2 

θ64 θ63 

θ63～θ33 θ62～θ32 

θ32 θ31 

θ31～θ1 θ30～θ0 

128分割 

マイクロステップ 

θ0 -θ1 

 

θ64 θ63 θ62 

θ32 θ31 θ30 1-2相 

θ0 -θ1 -θ2 

θ64 θ63 θ62 

θ32’ θ31 θ30 1-2相フルトルク 

θ0 -θ1 -θ2 

2相 θ32’ θ31 θ30 

 

100.0

66.7

33.3

0.0
33.3 66.7 100.0 θ1

θ0
-θ1
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・1-2相励磁(1-2相励磁フルトルク)への切替え 

各励磁モードから1-2相励磁(1-2相励磁フルトルク)への切換えをした場合、切替え後一発目のパル

スでθ32(θ32’)に移動し、その後1-2相励磁(1-2相励磁フルトルク)に移行する。 

ただし、切換え前の位置がθ32(θ32’)の場合は、切換え後一発目のパルスで、1-2相励磁(1-2相励

磁フルトルク)の次のポジションへ移動する。 

・2相励磁への切換え 

1～4chの場合、各励磁モードから2相励磁への切換えをした場合、切換え後一発目のパルスでθ32’

に移動し、その後2相励磁の次のポジションへ移動する。 

ただし、5、6chの場合は切換え後一発目のパルスで、次のポジションへ移動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

励磁モード切替え前 励磁モード切替え後のステップ位置 

励磁モード ポジション 1-2相 1-2相フルトルク 2相 

θ64 θ32 θ32’ θ32’ 

θ63～θ33 θ32 θ32’ θ32’ 

θ32 θ0 θ0 θ32’ 

θ31～θ1 θ32 θ32’ θ32’ 

256分割 

マイクロステップ 

θ0 -θ32 -θ32’ -θ32’ 

θ64 θ32 θ32’ θ32’ 

θ63～θ33 θ32 θ32’ θ32’ 

θ32 θ0 θ0 θ32’ 

θ31～θ1 θ32 θ32’ θ32’ 

128分割 

マイクロステップ 

θ0 -θ32 -θ32’ -θ32’ 

θ64 θ32’ θ32’ 

θ32 θ0 θ32’ 1-2相 

θ0 

 

-θ32’ -θ32’ 

θ64 θ32 θ32’(θ32’) 

θ32’ θ0 θ32’(-θ32’) 1-2相フルトルク 

θ0 -θ32 

 

-θ32’(-θ32’)

2相 θ32’ θ0 θ0(θo)  

100.0

66.7

33.3

0.0
33.3 66.7 100.0 θ1

θ0
-θ1
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励磁方向設定時タイミングチャート例 

「励磁方向」設定によりステッピングモータの励磁(回転)方向を設定する。 

CW(正転)は、2chの電流が1chの電流から見た場合、位相が90°遅れる。 

CCW(逆転)は、2chの電流が1chの電流から見た場合、位相が90°進む。 

3～4ch及び5～6ch駆動の場合も同様である。 
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ステップホールド動作概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップホールド設定時タイミングチャート例 

「ステップホールド」を“設定”状態とすると、その時のCLK(外部)のデータがそのまま内部CLKに 

保持される。 

下図の1回目のステップホールド設定のタイミングではCLK(外部)が”L”であるため、内部CLK

は”L”で保持される。また、2回目のステップホールド設定のタイミングではCLK(外部)が”H”で

あるため、内部CLKは”H”で保持される。 

「ステップホールド」を“解除”状態とすると、内部CLKはCLK(外部)に同期する。出力は「ステッ

プホールド」が“設定”されたタイミングで状態を保持し、「ステップホールド」が“解除”された

後、次のCLKの立上りのタイミングで進行する。 

ホールド状態である限り、CLK(外部)が入力されてもポジションNo.は進行しない。 
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カウンタリセット設定時タイミングチャート例 

「カウンタリセット」設定を“リセット”状態とすると、出力はSTB信号の立上りで初期状態となる。 

その後、「カウンタリセット」設定を“解除”状態とすると、出力はSTB信号の立上りの次のCLK信号

の立上りからポジションNo.が進行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力イネーブル設定時タイミングチャート例 

「出力イネーブル」を“設定”状態とすると、出力はSTB信号の立上りでOFFしてハイインピーダン

スとなる。 

ただし、内部ロジック回路は動作しているため、CLKを入力していると、ポジションNo.は進行する。 

よって、その後「出力イネーブル」を“解除”状態とすると、出力はSTB信号の立上りでONし、その

時の出力レベルは、CLK入力によって進行したポジションNo.のものとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLK
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3～4chでのDCモータ，ボイスコイルモータ駆動方法 

3chもしくは4chでDCモータおよびボイスコイルモータを駆動する場合、通電方向はシリアルデータ

により設定する。 

 

【設定手順】 

①シリアルデータにより『CLK2/PWM入力』を『PWM信号入力(3～4ch)』に設定する。 

→『CLK2/PWM』端子から入力される信号を3chもしくは4chに対するPWM信号として受け付けるよ

うになる(CLK信号としては受け付けない)。 

②出力をPWM制御する場合には、シリアルデータにより『PWMモード』『PWM信号割り当て』を設定

する。 

③シリアルデータにより各chの通電方向を設定する。 

④出力をPWM制御する場合には『CLK2/PWM』端子にPWM信号を入力する。 

PWM信号と出力ロジックの対応は以下の通り。 

 

「Slow Decay」(正/逆⇔ブレーキ)モードの場合 

シリアル入力 PWM 入力 出力 

D4 D5 D6 D7 CLK2/PWM OUT5 OUT6 OUT7 OUT8 
モード 

0 0   OFF OFF   待機 

1 0   H L   OUT5→OUT6 

0 1   L H   OUT6→OUT5 

1 1   L L   ブレーキ 

  0 0   OFF OFF 待機 

  1 0   H L OUT7→OUT8 

  0 1   L H OUT8→OUT7 

  1 1 

L 

  L L ブレーキ 

0 0   L L   ブレーキ 
1 0   L L   ブレーキ 
0 1   L L   ブレーキ 
1 1   L L   ブレーキ 
  0 0   L L ブレーキ 
  1 0   L L ブレーキ 
  0 1   L L ブレーキ 
  1 1 

H 

  L L ブレーキ 
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「Fast Decay」(正/逆⇔待機)モードの場合 

シリアル入力 PWM 入力 出力 

D4 D5 D6 D7 CLK2/PWM OUT5 OUT6 OUT7 OUT8 
モード 

0 0   OFF OFF   待機 

1 0   H L   OUT5→OUT6 

0 1   L H   OUT6→OUT5 

1 1   L L   ブレーキ 

  0 0   OFF OFF 待機 

  1 0   H L OUT7→OUT8 

  0 1   L H OUT8→OUT7 

  1 1 

L 

  L L ブレーキ 

0 0   OFF OFF   待機 
1 0   OFF OFF   待機 
0 1   OFF OFF   待機 
1 1   OFF OFF   待機 
  0 0   OFF OFF 待機 
  1 0   OFF OFF 待機 
  0 1   OFF OFF 待機 
  1 1 

H 

  OFF OFF 待機 
 

5～6chでのボイスコイルモータ駆動方法 

5chもしくは6chでボイスコイルモータなどを駆動する場合、通電方向はシリアルデータで設定する。 

それぞれの設定手順は以下の通りである。 

 

[5chの場合] 

シリアルデータにより通電方向を設定する。 

→シリアルデータ設定と同時に、OUT9-10間に出力される。 

 

【設定手順】 

シリアルデータにより各chの通電方向を設定する。 

シリアル入力 出力 

D4 D5 OUT9 OUT10 
モード 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 H L OUT9→OUT10 

0 1 L H OUT10→OUT9 

1 1 L L ブレーキ 

 

5chをPWM制御する場合 

①シリアルデータにより『CLK2/PWM入力』を『PWM信号入力(5ch)』に設定する。 

→『CLK2/PWM』端子から入力される信号を5chに対するPWM信号として受け付けるようになる。 

②シリアルデータにより『CLK3/ENA6選択』を『ENA6信号入力』に設定する。 

→『CLK3/ENA6』端子から入力される信号を6chに対するENA信号として受け付けるようになる。 

→シリアルデータにより5ch、6chの通電方向が設定できるようになる。 

③シリアルデータにより通電方向を設定する。 

→シリアルデータ設定と同時に、OUT9-10間に出力される。 
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【設定手順】 

シリアルデータにより各chの通電方向を設定する。 

「Slow Decay」(正/逆⇔ブレーキ)モードの場合 

シリアル入力 パラレル入力 出力 

D4 D5 CLK2/PWM OUT9 OUT10 
モード 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 H L OUT9→OUT10 

0 1 L H OUT10→OUT9 

1 1 

L 

L L ブレーキ 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 L L ブレーキ 

0 1 L L ブレーキ 

1 1 

H 

L L ブレーキ 

 

「Fast Decay」(正/逆⇔待機)モードの場合 

シリアル入力 パラレル入力 出力 

D4 D5 CLK2/PWM OUT9 OUT10 
モード 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 H L OUT9→OUT10 

0 1 L H OUT10→OUT9 

1 1 

L 

L L ブレーキ 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 OFF OFF 待機 

0 1 OFF OFF 待機 

1 1 

H 

L L ブレーキ 

 

[6chの場合] 

①シリアルデータにより『CLK3/ENA6選択』を『ENA6信号入力』に設定する。 

→『CLK3/ENA6』端子から入力される信号を6chに対するENA信号として受け付けるようになる。 

→シリアルデータにより5ch、6chの通電方向が設定できるようになる。 

②シリアルデータにより通電方向を設定する。 

→『ENA6』を“H”にした時だけ、OUT11-12間に出力される。 

(『ENA6』が“L”の時は、OUT11-12間はOFFとなる。) 

 

『ENA6』入力真理値表 

シリアル入力 パラレル入力 出力 

D6 D7 ENA6 OUT11 OUT12 
モード 

* * L OFF OFF 待機 

0 0 OFF OFF 待機 

1 0 H L OUT11→OUT12 

0 1 L H OUT12→OUT11 

1 1 

H 

L L ブレーキ 
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5ch,6chでの定電流制御設定方法 

5ch,6chの定電流設定値は以下のように設定する。 

 

シリアルデータで設定された『定電流基準電圧』と『RF5』『RF6』端子に接続された抵抗(以下、RF

抵抗)の値によって、出力定電流値が決定される。 

出力定電流値の計算式は以下の通りである。 

 

(出力定電流)=(定電流基準電圧)÷(RF抵抗値) 

 

基準電圧設定：5ch設定(D0=『0』、D1=『0』、D2=『0』、D3=『1』 

6ch設定(D0=『1』、D1=『0』、D2=『0』、D3=『1』 

D4 D5 D6 D7 電流設定基準電圧 

0 0 0 0 0.200V 

1 0 0 0 0.170V 

0 1 0 0 0.165V 

1 1 0 0 0.160V 

0 0 1 0 0.155V 

1 0 1 0 0.150V 

0 1 1 0 0.145V 

1 1 1 0 0.140V 

0 0 0 1 0.135V 

1 0 0 1 0.130V 

0 1 0 1 0.125V 

1 1 0 1 0.120V 

0 0 1 1 0.115V 

1 0 1 1 0.110V 

0 1 1 1 0.105V 

1 1 1 1 0.100V 

 

[保持通電モード] 

シリアルデータにて『保持通電』を『ON』に設定すると5ch,6chの定電流基準電圧はいずれも1/3の 

値に切り替わる。 

 

『PI1』『PI2』出力の駆動方法 

『PI1』『PI2』出力でフォトセンサを駆動する場合、通電のON/OFFはシリアルデータにより設定する。 

 

シュミットバッファのヒステリシスの設定方法 

シュミットバッファ出力『BO1』『BO2』はシリアルデータにより、個別にヒステリシスの有無を設定

可能である。 
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真理値表 

シリアルロジックテーブル① 

入力 設定 ch 
シリアルデータ 

反映タイミング 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 

設定モード 設定内容 備考

OUT1-2 OUT3-4 OUT5-6 OUT7-8 OUT9-10 OUT11-12 

PI 

CLK1 CLK2 CLK3 STB

0 * * * * CW(正転)        

1 * * * * 
AF 励磁方向 

CCW(逆転)      
○ 

  

* 0 * * * 解除         

* 1 * * * 

AF ステップ 

ホールド ホールド         

* * 0 * * リセット         

* * 1 * * 

AF カウンタ 

リセット 解除         

* * * 0 * 出力 OFF         

* * * 1 * 

AF 出力 

イネーブル 出力 ON 

○ ○ 

        

○

* * * * 0            

0 0 0 0 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 

           

0 0 * * * 2 相励磁        

1 0 * * * 
1-2 相励磁 

(フルトルク)
       

0 1 * * * 1-2 相励磁        

1 1 * * * 

AF 励磁モード 

マイクロステップ        

* * 0 * * 256 分割        

* * 1 * * 

マイクロステップ 

分割数 
128 分割 

○ ○ 

     

○ 

  

* * * 0 *            

* * * 1 * 
(ダミーデータ) 

           

* * * * 0            

1 0 0 0 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 

           

0 * * * * CLK2 信号入力 ↓*1        

1 * * * * 
CLK2/PWM 選択 

PWM 信号入力 ↓*2        

* 0 * * * 

Slow Decay 

(正/逆⇔ブレー

キ) 

       

* 1 * * * 

PWM モード 
Fast Decay 

(正/逆⇔待機)
       

* * 0 0 OFF        

* * 1 0 3ch のみ        

* * 0 1 4ch のみ        

* * 

0 

1 1 3ch と 4ch 両方        

0 1 0 0 

* * 1 * * 

PWM 信号割り当て 

5ch のみ 

*2

  

○ ○ ○

     

○

0 * * * * CW(正転)        

1 * * * * 
Z00m 励磁方向 

CCW(逆転)        

* 0 * * * 解除        

* 1 * * * 

Z00m ステップ 

ホールド ホールド       

○ 

 

* * 0 * * リセット         

* * 1 * * 

Zoom カウンタ 

リセット 解除         

* * * 0 * 出力 OFF         

* * * 1 * 

Z00m 出力 

イネーブル 出力 ON         

* * * * 0          

* * * * 1 
(ダミーデータ) 

 

*1

  

○ ○ 

      

○

0 0 * * * OFF          

1 0 * * * OUT5→OUT6          

0 1 * * * OUT6→OUT5          

1 1 * * * 

OUT5-6 通電方向 

ブレーキ   

○ 

       

* * 0 0 * OFF          

* * 1 0 * OUT7→OUT8          

* * 0 1 * OUT8→OUT7          

* * 1 1 * 

OUT7-8 通電方向 

ブレーキ 

*2

   

○ 

      

○

* * * * 0            

1 1 0 0 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 
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シリアルロジックテーブル② 

入力 設定 ch 
シリアルデータ 

反映タイミング 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 

設定モード 設定内容 備考

OUT1-2 OUT3-4 OUT5-6 OUT7-8 OUT9-10 OUT11-12 

PI 

CLK1 CLK2 CLK3 STB

0 * * * * CW(正転)        

1 * * * * 
SH 励磁方向 

CCW(逆転)        

* 0 * * * 2 相励磁        

* 1 * * * 
SH 励磁モード 

1-2 相励磁        

○

* * 0 * * 解除        

* * 1 * * 

SH ステップ 

ホールド ホールド        

* * * 0 * リセット        

* * * 1 * 

SH カウンタ 

リセット 解除        

* * * * 0 出力 OFF        

* * * * 1 

SH 出力 

イネーブル 出力 ON 

*3

    

○ ○ 

   

○

0 0 * * * OFF         

1 0 * * * OUT9→OUT10         

0 1 * * * OUT10→OUT9         

1 1 * * * 

OUT9-10 

通電方向 

ブレーキ     

○

    

* * 0 0 * OFF         

* * 1 0 * OUT11→OUT12         

* * 0 1 * OUT12→OUT11         

* * 1 1 * 

OUT11-12 

通電方向 

ブレーキ 

*4

     

○ 

   

○

* * * * 0           

１ 0 1 0 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 

          

0 0 * * * 390KHz      

1 0 * * * 195KHz      

0 1 * * * 570KHz      

1 1 * * * 

チョッピング 

周波数設定 

285KHz      

* * 0 0 * 100%(0.2V)      

* * 1 0 * 70%(0.140V)      

* * 0 1 * 50%(0.1V)      

* * 1 1 * 

チョッピング 

電流基準電圧 

セレクト 

30%(0.060V)

○ ○ ○ ○ 

     

* * * * 0 CLK3 信号入力 ↑*3     ○    

0 1 1 0 

* * * * 1 
CLK3/ENA6 選択 

ENA6 信号入力 ↑*4      
○ 

   

○

0 0 * * * 2 相励磁       

1 0 * * * 
1-2 相励磁 

(フルトルク)
      

0 1 * * * 1-2 相励磁       

1 1 * * * 

Zoom 励磁モード 

ﾏｲｸﾛｽﾃｯﾌﾟ       

* * 0 * * 256 分割       

* * 1 * * 
マイクロステップ 

分割数 128 分割   

○ ○ 

    

○ 

* * * 0 *           

* * * 1 * 
(ダミーデータ) 

          

* * * * 0           

1 1 1 0 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 
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シリアルロジックテーブル③ 

入力 設定 ch 
シリアルデータ 

反映タイミング 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 

設定モード 設定内容 備考

OUT1-2 OUT3-4 OUT5-6 OUT7-8 OUT9-10 OUT11-12 

PI 

CLK1 CLK2 CLK3 STB

0 0 0 0 * 0.200V         

1 0 0 0 * 0.170V         

0 1 0 0 * 0.165V         

1 1 0 0 * 0.160V         

0 0 1 0 * 0.155V         

1 0 1 0 * 0.150V         

0 1 1 0 * 0.145V         

1 1 1 0 * 0.140V         

0 0 0 1 * 0.135V         

1 0 0 1 * 0.130V         

0 1 0 1 * 0.125V         

1 1 0 1 * 0.120V         

0 0 1 1 * 0.115V         

1 0 1 1 * 0.110V         

0 1 1 1 * 0.105V         

1 1 1 1 * 

OUT9-10 間 

定電流基準電圧 

0.100V     

○

    

○

* * * *            

0 0 0 1 

* * * *  
(ダミーデータ) 

          

0 0 0 0 * 0.200V         

1 0 0 0 * 0.170V         

0 1 0 0 * 0.165V         

1 1 0 0 * 0.160V         

0 0 1 0 * 0.155V         

1 0 1 0 * 0.150V         

0 1 1 0 * 0.145V         

1 1 1 0 * 0.140V         

0 0 0 1 * 0.135V         

1 0 0 1 * 0.130V         

0 1 0 1 * 0.125V         

1 1 0 1 * 0.120V         

0 0 1 1 * 0.115V         

1 0 1 1 * 0.110V         

0 1 1 1 * 0.105V         

1 1 1 1 * 

OUT11-12 間 

定電流基準電圧 

0.100V      

○ 

   

* * * * 0 OFF (100%)        

１ 0 0 1 

* * * * 1 

保持通電 

(OUT9-10/11-12) ON (33%)     
○ ○ 

   

○

0 * * * * OFF         

1 * * * * 
フォトセンサ 1 

駆動 
ON         

* 0 * * * OFF         

* 1 * * * 
フォトセンサ 2 

駆動 
ON       

○ 

  

* * 0 * * 無          

* * 1 * * 
ﾊﾞｯﾌｧﾋｽﾃﾘｼｽ 

(BI1/BO1) 
有          

* * * 0 * 無          

* * * 1 * 
ﾊﾞｯﾌｧﾋｽﾃﾘｼｽ 

(BI2/BO2) 
有          

○

* * * * 0           

0 1 0 1 

* * * * 1 
(ダミーデータ) 
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端子説明 

端子番号 端子名 等価回路図 

E4 

D6 

BO1 

BO2 

VCC

E4 D6

SGND  

A6 

A7 

B7 

A3 

A4 

A5 

E1 

F1 

F2 

F3 

F4 

F5 

OUT1 

RF1 

OUT2 

OUT3 

RF2 

OUT4 

OUT5 

RF3 

OUT6 

OUT7 

RF4 

OUT8 

A3A6

A7
A4

B7 A5

VB

F3E1 F5F2

F1
F4

 

F6 

F7 

E7 

OUT11 

RF6 

OUT12 

F6

F7

E7

VB

VCC

SGND
 

C2 

B2 

D2 

B4 

B5 

B6 

DATA 

STB 

SCLK 

CLK1 

CLK2/PWM 

CLK3/ENA6 

VCC

C2 B2

SGND

D2 B4

B5 B6

 

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 

端子番号 端子名 等価回路図 

B3 ST VCC

B3

SGND  

B2 

A1 

A2 

OUT10 

RF5 

OUT9 

B2

A1

A2

VB

VCC

SGND
 

E5 

E6 

BI1 

BI2 

VCC

E5 E6

SGND
 

E2 

E3 

PI1 

PI2 
E2 E3

SGND
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